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ポスター発表の完全ガイド： 

研究成果の効果的な発信と研究者同士のつながり

を広げるためのヒント 
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研究者にとって、自分たちの研究に

人々の注目を集め、その成果を共有

し議論し合うこと、また自分たちの

専門分野の最新動向を把握すること

は、常に重要な課題です。最近では

多くの研究者が、インフォグラフィ

ックスやビデオ、その他の拡張パブ

リケーションと呼ばれる形態を使い、ソーシャルメディアを通じて自分た

ちの研究を発信するようになりましたが、学術集会などで他の研究者たち

と直接話し合う従来の発表方法の利点も過小評価すべきではありません。 

 

特に学術集会でのポスター発表は、自分たちの研究を他者に知ってもらい、そして、

研究者同士でリアルタイムに交流することができる絶好の機会です。集会の形態がバー

チャル（オンライン）会議やハイブリッド会議へと発展し、また対面式会議の開催が復

活したことにより、ポスター発表のやり方は多様化しています。 

この特集記事では、まず、ポスター発表とはどういうものなのか、ポスター発表にはど

のような利益があるのか、そしてどのような場合にポスター発表を行うのが最適なのか
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を考えます。それをもとに、効果的なポスターの作成と専門家らしい発表について、具

体的なヒントや留意すべき重要ポイントを網羅的にご紹介します。 

ポスター発表とは？ 

ポスター発表には従来の口頭発表と類似する点がありますが、いくつかの重要な違いが

あります。まず明らかな違いは、発表に使用されるのがスライドではなくポスターであ

るということです。ポスターは、テキストや、図表、グラフ、その他の視覚的補助を用

いて、研究結果を簡潔にかつ大きく視覚的に表現したものです。つまりポスターは、何

の研究であるかを一目で伝えると同時に、その研究結果がどのようにして得られ、分野

にどのような貢献をするのかがすぐに理解できるように、綿密かつ明確なものでなけれ

ばなりません。 

ポスターの形態には、学術集会のポスター会場に実際に展示される物理的なポスター

と、学会のウェブサイトに掲載されるバーチャル（デジタル）ポスターがあります。ま

た、発表者がポスターに書かれた内容を参照しながら説明をするだけでなく、発表の前

後にポスターを公開し、他の研究者が空き時間に自由に閲覧できるようにすることもあ

ります。 

口頭発表とポスター発表の決定的な違いは、その発表のやり方にあります。発表者と聴

衆の関わり方を考えると、通常、質疑応答のための時間が最後に設けられる「純粋な」

口頭発表に比べて、ポスター発表ではよりディスカッションに近いやり取りが行われま

す。ポスター発表を行うときには、ポスターに書かれた内容を説明している際中に、聴

衆から質問やコメントを受けることを想定して準備するとよいでしょう。むしろ、ポス

ター会場に集まった研究者たちと話をしながら、自分たちの研究について質問やコメン

トを引き出すように促すとよいでしょう 
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ポスター発表では何が起こるか？ 

ポスター発表にはいくつかの異なる形式がありますが、大会プログラムの中に特定の時

間枠が設けられ、その間に発表者がポスターのそばに立ち（またはオンラインセッショ

ンに参加し）、自分の研究について話をするのが一般的です。このポスターセッション

（またはバーチャルポスターセッション）は、発表者が発表中や発表終了後に来訪者と

交流できる機会となります。割り当てられた時間内に多くの人がポスターを見に訪れる

ので、何度でも繰り返せるような短い説明を準備しておく必要があるでしょう。 

自分が発表をしないときには、他のポスターを見て回ったり、聴衆の一人としてポスタ

ー発表に参加したり、来場者とネットワーキングをしたりできるので、名刺を用意して

おくとよいでしょう。関連する研究を行っている人や、自分たちの研究に興味を示す人

に出会う好機にもなりうるので、自分たちのポスター（またはその要点の抜粋）を小さ

くプリントアウトして配布できるようにしておくのもよいかもしれません。 

大規模な学術集会、特に国際学会で注目を集めるには、他の発表者と競合しなければな

らないことを意識しましょう。そのような会議では数多くのポスターが展示されるでし

ょうし、分野のエキスパートである発表者のポスターに人気が集まるかもしれません。

また、自分たちを含む海外からの参加者は時差ぼけで疲れている可能性があり、会場が

騒がしかったり、照明が良くなかったりと、注意力を削ぐようなことがあるかもしれま

せん。したがって、そのような環境の中でも自分たちのポスターがひときわ目立つよう

にすることが重要です。 

なぜポスター発表を行うことを検討すべきなのか？ 

• ポスター発表は最新の研究成果を迅速に共有するための優れた方法です。これ

は研究結果がハイインパクトなものである場合に特に重要な意味を持ち、ポス

ター発表が「fast-track（迅速な手続き）」でのパブリケーションに代わる素晴

https://thinkscience.co.jp/ja
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らしい方法となり得ます。ほとんどの学術集会のプログラムにはポスター発表

が含まれているので、ポスター発表を行う機会は少なくありません。 

• ポスター発表は研究者同士のネットワークを広げる絶好の機会でもあり、特に

若手研究者にとっては有益かもしれません。ネットワークを構築することで、

将来の共同研究の道が開ける可能性があります。 

• もっと単刀直入に言えば、ポスター発表を一種の非公式なミニピアレビューと

捉えるとよいでしょう。つまり、参加者からのフィードバックや質問によっ

て、新たな研究の方向性や、自分の研究で見落としていた盲点が浮き彫りにな

るかもしれません。ポスター発表の来訪者が若手であっても、彼らに同伴して

いる先輩研究者が助言を与えてくれることがよくあります。 

• ポスター発表は、従来の口頭発表やレクチャーと比べて形式ばってはいないた

め、一般的なプレゼンテーションスキルを上達させたり、自分たちの研究につ

いて質疑応答や討論をリアルタイムに行ったりするのに役立ちます。ポスター

発表を、自分たちの研究について専門家らしく話をするための練習とみなすこ

ともできるでしょう。 

• ジャーナルの特典が設けられていることもあります。例えば、2023年 10月に

開催された International Conference on Oncology and Cancer Research の最優秀ポ

スター賞受賞者は、会議を支援する多くの国際ジャーナルでの論文掲載と掲載

料減額の機会が与えられました。 

 

ポスター発表はいつ行うべきか？ 

研究の結果を、論文としてジャーナルに投稿する前、投稿中、掲載された後のどのタイ

ミングで発表すべきかどうかについては、発表の目的と出版倫理への配慮が大きく左右

します。 

https://thinkscience.co.jp/ja
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投稿前：研究結果をできるだけ早く広めることがより重要な場合（例えば、ある技術分

野での優先順位を確立するため、あるいは研究結果がすぐに役立つ場合など）は、研究

論文をジャーナルに投稿する前に発表を行うことを検討してもよいでしょう。これは、

ポスターの来訪者からのフィードバックに基づいて研究内容や研究論文を微調整するの

にも役立ちます。通常、ジャーナルはポスター発表を prior publication（先行して公表さ

れたもの）とはみなしませんが、自分たちの論文を投稿しようと思っているジャーナル

の実際のガイドラインを調べて、何が prior publicationにあたるかを確認してくださ

い。いずれにせよ、論文を投稿する際に過去に発表した内容の全部または一部をジャー

ナル編集者に伝えることは、良い出版慣行とされています。 

投稿中または掲載後：公表済みの論文についてポスター発表を行うことは、今後の研究

の方向性についてのアイデアを得るための素晴らしい方法です。また、自分たちの研究

を他の人に知ってもらうことで、研究の裾野が広がることにも役立ちます。これは、自

分たちの研究に基づいて人々の考え方や行動を変える可能性があるだけでなく、その研

究を他の人が引用する可能性が高まるからであり、それにより研究の影響力が大きくな

ることは、キャリア形成にとって重要です。ただしこの場合、出版倫理、特に著作権規

則を慎重に考慮する必要があることに注意してください。出版規範委員会（COPE）か

らの詳細なアドバイスにあるように、ジャーナルのガイドラインと出版契約の内容を確

認し、どのような形での発表が許可されているかいないかを確認しましょう。さらに、

学術集会のガイドラインで、公表済みの論文（または掲載予定の論文）を発表すること

が認められているかどうかについても確認してください。 

ポスターのデザインと作成 

ポスターの作成に取り掛かる前に学術集会のガイドラインを必ず読み、ポスターの寸

法、配信方法、発表時間、著作権に関する指示に従ってください。同じ発表を別のイベ

ントで再度行うこと（アンコール発表）が可能かどうかについても規定があるかもしれ

https://thinkscience.co.jp/ja
https://creativecommons.org/licenses/by-nd/4.0/
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ません。例えば、英語で行ったポスター発表を別のイベントで日本語で行う場合は、ア

ンコール発表が認められることがあります。また、前述のように、論文を投稿したいと

考えているジャーナル、またはすでに論文が掲載されているジャーナルにポスター発表

と同じ研究結果を発表できるかどうか、できる場合はそのルールについて再確認してく

ださい。 

自分たちの研究を効果的に宣伝・説明する、魅力的で専門家らしいポスターを作るため

には、以下の点を考慮しましょう。 

• まず、研究から得られた最も重要または興味深い結果を選びます。そして、そ

れを常に念頭に置いてポスターにコンテンツを加えていき、この重要な結果が

強調されるように心掛けましょう。 

• 多くの人は、原稿を書き始めるときのように、図や表を使ってポスターのデザ

インを始めます。これらの明確な視覚的表現を使い、その周辺にストーリーを

組み立てるようにしましょう。なかには、完成原稿または下書き原稿をもとに

ポスターを作成する人もいるでしょう。それでも問題ありませんが、原稿に書

かれたテキストはポスターに必要とされる簡潔さがないことが多いため、テキ

ストをコピー＆ペーストすることは避けてください。 

• 全体のデザインを決めるのに苦労している場合でも、心配はいりません。イン

ターネット上にはポスターの実例がたくさん出回っています。学術集会の中に

は前年度のポスターを公開しているところもあるので、それを参考にしてもよ

いでしょう。しかし、悪いポスターも公開されているので、何が良いポスター

であるかを自分で判断する必要があることに注意してください。 

• ポスターのテンプレートもオンラインで入手可能です。実際多くの学術集会が

独自のテンプレートを提供しており、ポスター作成に必要な要件を満たしやす

くなっています。 

https://thinkscience.co.jp/ja
https://creativecommons.org/licenses/by-nd/4.0/
https://www.posterpresentations.com/free-poster-templates.html
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• ポスターが、人々に自分たちの研究の全容を知ってもらう絶好の機会となるこ

とを忘れないでください。来訪者はスマートフォンを携帯していることが多い

ので、詳しい研究にアクセスしてもらう方法として QRコードは特に有効で

す。オンラインで利用できる無料の QRコードジェネレーターが多数ありま

す。 

レイアウトとフォーマットについて考慮すべき点 

最初のステップとして、希望する学術集会のガイドラ

インを必ず確認し、具体的な指示や提供されているテ

ンプレートがあればそれに従ってください。ただし、

よくわからない場合は、以下の点に注意しましょう。 

• タイトルは 1.5m程度離れた距離から見えるよ

うに大きめのフォントを用います。それを基

に、重要性に応じて各要素のサイズを決めま

す。例えば、著者の氏名は他のテキストより

も少し大きくするとよいでしょう。 

• 読みやすさを向上させるため、セリフ体

（Times、Courierなど）ではなく、サンセリフ

体（Arial、Helveticaなど）のフォントを使用

しましょう。また、MSゴシックや游明朝など

の英語以外の書体も避けましょう。 

• ポスターは通常、横向きに配置し、セクションは左から右へ、各列の上から下

へと分けます。 

ポスターの印刷：紙か布地か？ 

プリンターには、ポスターを適切なサイ

ズで印刷するための多数のオプションが

あります。上質紙は印刷されたテキスト

や画像の鮮明さに優れており価格も手頃

ですが、折り目や破れから保護するため

に筒状の容器に入れて運ぶ必要がありま

す。 

布ポスターは折り畳んだり、ポスターチ

ューブに巻きつけたりすることができま

す。布素材は印刷にかかるコストが高

く、テキストや画像の鮮明さが紙よりも

少し劣ります。しかし、布ポスターはよ

り耐久性があるので、研究室や会社でポ

スターを保管したり再利用したりする場

合には良い選択肢かもしれません。 

https://thinkscience.co.jp/ja
https://creativecommons.org/licenses/by-nd/4.0/
https://www.the-qrcode-generator.com/
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• テキストと視覚情報の比率は 50：50程度を目安としましょう。「1枚の絵は

1000の言葉に値する」ということわざがあるように、グラフィックは重要な役

割を果たします。 

• 色を使うことを恐れる必要はありませんが、暗い背景に明るいテキストは避け

ましょう。なぜなら、ポスターを印刷する場合にインクの無駄遣いとなり、印

刷代が高額になる可能性があるからです。 

• 同様に、テキストと背景の補色も避けましょう。寒色系は後景に、暖色系は前

景に移動して見えるため、これらの色が影響してテキストが動き、読みづらく

なります。 

ポスターに含める内容 

多くの場合、ポスターには科学論文の標準的な IMRAD（Introduction、Methods、

Results、Discussion）構造が用いられます。近年みられる#betterposterムーブベントで

は、周囲に小さな情報を配置し主要なメッセージを目立たせて人々の注目を引き、それ

と一緒に表示した大きな QRコードから詳細情報にアクセスするよう誘導するポスター

を提唱しています。この#betterposterムーブメントについてはこちらをご覧ください。 

どのようにポスターをデザインするかにかかわらず、ポスターには批判的思考と科学的

推論が示されなければなりません。タイトルに続いて、著者情報、研究の背景、何を行

ったかの簡単な説明、そして重要な結果を述べ、結論において研究の意義を強調しま

す。研究の種類や分野によっては、倫理に関する記述や謝辞を加える必要があるかもし

れません。ポスターは通常、最も重要な参考文献の簡潔なリストで締めくくられます。

発表者の連絡先（通常は Eメールで構いませんが、ここでも QRコードが役立ちます）

を記載してもよいでしょう。 

https://thinkscience.co.jp/ja
https://creativecommons.org/licenses/by-nd/4.0/
https://www.youtube.com/watch?v=1RwJbhkCA58
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学術集会のガイドラインでは通常、ポスターとは別にアブストラクトの提出が求められ

ますので、ポスター自体にアブストラクトを含める必要はありません。このアブストラ

クトは大会の小冊子に印刷され、参加者がポスター発表を見るかどうかを決める際の参

考資料になります。 

• 緒言（Introduction） 

ポスターの内容：緒言は短くまとめましょう。ポスターのスペースが限られて

いるだけでなく、学術集会に参加するたいていの研究者はあなたの分野につい

てある程度の知識を持っているので、あまり詳しく説明をする必要はありませ

ん。また、発表者がポスターの横に立っていれば、来訪者はいつでも直接詳細

を尋ねることができます。目安としては 1～2段落で十分です。 

取り組んでいる研究上の問題や疑問点、目的や仮説を理解してもらうのに十分

な背景を説明しましょう。 

発表時：来場者にあなたの研究テーマについて知っていることを尋ねてみまし

ょう。それにより、背景情報をもっと口頭で伝えるべきか、ポスターを見ても

らえば十分かが判断できるでしょう。 

• 方法（Methods） 

ポスターの内容：新規性のあるものや、自分たちの研究にとって重要なものに

焦点を当てるようにします。よく知られた方法や既報技術については参考文献

を加えるだけで十分です。 

少ないテキストで方法を説明するのに役立つ場合は、画像（図、表、写真、ス

キーマ、フローチャートなど）を使用しましょう。 

発表時：研究結果を論文として投稿する前のポスター発表であれば、研究デザ

インについて来訪者に意見を求めることができるでしょう。 

 

https://thinkscience.co.jp/ja
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• 結果（Results） 

ポスターの内容：ここでは、最も重要な研究結果に焦点を当てます。データを

表または図として提示し、主な結果を強調するような短いキャプションを付け

ます。 

テキストを使用する場合は可能な限り 1段落にとどめましょう。3文程度で十

分です。 

発表時：来訪者にさらに詳細を知りたいかどうかを尋ねましょう。具体的な興

味を示す人がいた場合に備えて、バックアップデータを用意しておくとよいで

しょう。 

• 考察（Discussion） 

ポスターの内容：標準的な論文と同じように、考察では結果を解釈します。自

分たちの研究内における結果の関係性を論じ、それを先行研究と対比して論じ

ます。 

重要な要点は箇条書きを用いて提示すると効果的です。 

発表時：来訪者に彼らの意見や、今後進むべき方向性について他に考えがない

かどうかを尋ねてみましょう。 

• 結論（Conclusion） 

ポスターの内容：限られた量の文章または数個の箇条書きで、自分たちの研究

とその意義を要約します。 

結論を簡潔に示した図を使うのも効果的です。 

発表時：最後に、来場者に質問をしてもらうように促します。例えば、「これ

が私たちの主な結果と提言です。私たちの研究について何かご質問やご意見は

ありませんか？」のように呼び掛けてみましょう。 

https://thinkscience.co.jp/ja
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ポスター発表 

ポスター発表と口頭発表にはいくつかの決定的な違いがあることを覚えておくことは重

要ですが、共通する考慮すべき点もたくさんあります（口頭発表を取り上げた過去の特

集記事は、こちら、こちら、こちら）、なかでも難しい質疑応答への対処法を取り上げ

た記事はこちらをご覧ください。） 

ここでは特にポスター発表についての重要なヒントをいくつか見ていきましょう。 

• 発表を開始した直後からできるだけ早く、30秒以内に、来訪者の注意を一気に

引き付けるようにしましょう。なぜなら、来訪者がその場に留まり話に耳を傾

けようと思わせる必要があるからです（また、先に述べたような注意力を削ぐ

雑念を遮断する必要もあります）。 

• 発表の冒頭では、単にタイトルを読み上げるのではなく、研究の目的と意義を

簡潔にまとめて話します。例えば、この研究についてポスター発表を行うとす

ると、出だしは次のように始めるとよいでしょう。 

“Hello, and thank you for coming to see my poster. My name is XXX YYY and our 

team determined whether nutritional counseling in elite athletes increases lean 

body mass and strength, and what this means for designing optimal nutritional 

strategies.” 

（こんにちは。ポスターを見に来ていただきありがとうございます。私は

XXX YYYと申します。私たちのチームは、エリートアスリートに栄養カウ

ンセリングを行うことにより除脂肪体重と筋力が増加するかどうか、そし

てそれが最適な栄養戦略を考える上で何を意味するのかを明らかにしまし

た。） 

• 笑顔で、積極的に、熱意をもって話しましょう。あなたのポジティブなエネル

ギーが来訪者に伝わります。 

https://thinkscience.co.jp/ja
https://creativecommons.org/licenses/by-nd/4.0/
https://thinkscience.co.jp/ja/articles/tips-and-cautions-for-virtual-presentations
https://thinkscience.co.jp/ja/articles/effective-presentations
https://thinkscience.co.jp/ja/articles/conference-presentation-tips
https://thinkscience.co.jp/ja/articles/how-to-handle-difficult-QandA-moments
https://www.tandfonline.com/doi/full/10.1080/17461391.2011.643923?src=recsys
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• 専門家らしく自信を持って堂々と話しましょう。これは自分たちの研究なの

だ、ということを忘れないように！ 

• 姿勢を良くし、身振り手振りなどのジェスチャーを使って聴衆を惹きつけまし

ょう。例えば、ポスターの横またはポスターに対して 45度の角度で立ち、来

訪者の方を向きながら話し、すぐにポスターを指さすこともできるようにしま

す。 

• ポスターは、研究者だけでなく、学生や非研究職の方など、多様な人々に見ら

れる可能性があるため、自分の研究についてさまざまなレベルで説明できるよ

うに準備しておきましょう。 

• 最後に、発表はディスカッションの場であることを忘れないでください。来訪

者からのコメントや質問に答えると同時に、そうしたやり取りが積極的に行わ

れるように促しましょう。どのような質問をされるか、それにどう簡潔に答え

るか、そして来訪者にどのように意見を尋ねるかを考え、準備し、練習してお

きましょう。 

まとめ 

ポスター発表は、口頭発表と同様に、研究の認知度を高め、研究の成果を迅速かつ広く

公開するための効果的なツールです。しかし、ポスター発表のユニークさは、オープン

な議論やフィードバックがリアルタイムで行われる点にあります。ポスターを作成し、

発表の準備をするのは大変ですが、ポスター発表には多くの利点があるのです。この特

集記事でご紹介したヒントが皆さんのお役に立てば幸いです。 

もちろん、ポスター発表のサポートを必要とされる方は、ThinkSCIENCEの翻訳者、エデ

ィター、ライターのチームが喜んでお手伝します。ポスターを学術集会のガイドライン

や要件に合わせる必要がある、ポスター用の魅力的なグラフィックを作成したい、研究

をわかりやすく要約したい、ポスター発表そのものを一から準備する必要があるなど、

https://thinkscience.co.jp/ja
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さまざまなニーズに対応します。ご希望の方はこちらよりご連絡ください。初めてのポ

スター発表や重要な発表を控えていらっしゃる方で、個別のサポートを必要とされる場

合は、自信を持って発表に臨めるようにパーソナルコーチングセッションも行っていま

すの、ぜひご利用ください。 

 
オンライン版の記事はこちらから

https://thinkscience.co.jp/ja
https://creativecommons.org/licenses/by-nd/4.0/
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